
➡「令和８年度名古屋市一般会計予算」については、採決に先立ち、共産、新生から原案および修正案に反対の立場から討論が行われました。
共産：公の施設の使用料改定、上下水道料金の生活保護世帯などの減免廃止、富裕層優遇の市民税減税、不要不急の大型事業の推進、弥富相生山線の工事再開など。
新生：アジア・アジアパラ競技大会の予算の増大、使用料・利用料の値上げ、千種区の図書館整備、弥富相生山線の整備について市民の理解を十分に得ていないこと。

議会の活動

な 市会だよりごや広報
令和8年（2026年）5月

名古屋市会の議場は全国でも珍しい円形になっており、円滑な議会運営を目指し、議席を円形にしたと言われています。▶
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検 索名古屋市会
　２月定例会は、２月18日から３月19日までの30日間にわたって開かれ、
令和８年度予算などの市長提出議案126件、議員提出議案６件について
の審議などを行いました。

２月定例会特集号
2月定例会の日程（概要）

会派の
略称説明

自由民主党名古屋市会議員団 　　　　名古屋民主市会議員団 　　　　公明党名古屋市会議員団 　　　　　減税日本ナゴヤ　　　　　　
日本共産党名古屋市会議員団  　　　 なごや陽向の会  　　　  なごや創政会　　　　  新生会　　　　 日本維新の会名古屋市会議員団

自民 民主 公明 減税
共産 陽向 維新創政 新生

■「令和８年度名古屋市一般会計予算」など9件については、賛成多数によりいずれも修正可決しました。

修正の内容
●普通自動車1回の駐車場料金について、スポーツセンター等及び現行300円の施設は改定後の上限を500円、それ以
外の施設については改定上限を50％とし、それらに連動して規定される同施設の普通自動車回数券および大型自動車
等についても相応の料金となるよう所要の修正を行う
●一般会計予算の歳入のうち、修正に伴う影響額7,100万円余を減額し、この減額分を市税の滞納繰越分に係る徴収率
の向上による歳入増で補てんする修正を行う

９件は以下のとおりです。
●令和８年度一般会計予算　●生涯学習センター条例の一部改正　●女性会館条例の一部改正　●旧川上貞奴邸条例の一部改正
●総合体育館条例の一部改正　●体育館条例の一部改正　●瑞穂公園条例の一部改正　●名城庭球場条例の一部改正　●博物館条例の一部改正

また、「令和８年度名古屋市一般会計予算」については、賛成多数により附帯決議を付することに決しました。

　今回の使用料等の改定は、本年1月以降、唐突に市民や議会に示されたもので、必要なプロセスを欠いた拙速なものであり、特に市民利用
施設に係る駐車場料金の改定については、設定基準の考え方や料金の激変緩和措置が講じられていないことなどの問題があるため、使用料
等の改定のうち市民利用施設に係る駐車場料金について、市民の急激な負担増とならないよう、今後、市当局において必要なプロセスを経た
うえで適切な料金設定がされることを前提に、一旦、激変緩和措置を行うものです。

令和８年度一般会計予算を修正可決（総額１兆6,961億円）
― 市民利用施設に係る駐車場料金の改定について、市民の急激な負担増とならないよう修正 ―
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▼ 附帯決議（強い要望・意見）の内容 ▼
１「公の施設にかかる使用料の設定基準」については、策定から20年が経過しており、現在の社会経済情勢や施設の状況を踏まえたものとなっていないため、受
益者負担の原則を基本としつつ、市内・市外料金、いわゆる二重価格や駐車場料金などの料金設定の考え方も含めて、早急に新たな基準の改定を進めること。

１ 今回のように、使用料の急な値上げとならないよう、必要の都度、使用料の見直し・検討を行い、使用料改定を行う場合には、市民・議会に対して丁寧に説明する
とともに、拙速な改定とならないよう、十分な検討を行った上で進めること。

１ 現下の財政状況を鑑み、ネーミングライツ制度のさらなる活用など、あらゆる方策を講じ、
市民負担の増大につながらないよう、歳入の確保に全力を尽くすこと。

提出議案の賛否については、2・3面をご覧ください。

どうして

修正するの？

▲千種スポーツセンター

受益者負担とは…特定の利用者に限ってサービスの提供を
受けるような場合には、利用者と利用しない人との負担の公平の観
点から、その利用者に費用負担を求めるという考え方です。

反対
理由

成立した令和８年度一般会計予算の概要

歳入（１兆6,961億円） 歳出（１兆6,961億円） 新規施策の一部をご紹介します。（１万円未満は四捨五入しています）
小学校等給食費の抜本的な負担軽減
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66億137万円
国による負担軽減制度を活用した公的支
援を実施
公園樹木の健全化・・・・・3億6,500万円
配置・間隔・密度などの適正化を推進

アジア・アジアパラ競技大会を契機と
した名古屋城の催事・・・1億1,500万円
伝統文化や武家文化などを体験できるコン
テンツの提供等を実施

隣接地へ越境している公園樹木 ▶

名古屋城天守閣 ▶
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グラフ内の構成比は、端数処理のため合計が100％にならない場合があります。


